
臨

床

若

年

者

ノ

匠目
円

癌

就

プ

巴

ero弓
冨

a
g
r
o
g
v忠
吉
田
悦

g
冨

g
g
r
g－

ぐ。］

U
－J
d
吋

E
g
属。自・

kpg
z
z三
島
Z
K
2
2

〔
九
戸
口
田
品
。
可
凸

E
E『
明
日
田
口
F
O口
問
－

S
F
r
ι
z
r包
括
ユ
豆
町

g
d
5
4
0
2主
5
2
丙
河
内
》
件
。
．
（
で
さ
「
－

Hζ

・
六
回
df。
国

三
〕

京

都

帝

岡

大

墜

外

科

準

教

室

（

磯

部

教

授

）

醤

皐

士

盛

嫡

、~

Z玉子
rl司F

男

緒

言

癌
腫
期
印
チ
四
十
歳
前
後
ヨ

y
以
上
ノ
年
齢
ノ
者
一
一
非
ザ
レ
バ
、
胃
癌
－
一
犯
サ
Y

、
コ
ト
無
ジ
ト
ノ
考
A

、
葦
ジ
大
ナ

Y
誤
－
一
シ
ア
、
吾
人

ノ
一
生
中
川
円
癌
－
一
犯
サ
V

ず
Y
時
代
A

無
キ
モ
ノ
ナ

7
0
千
八
百
七
十
七
年
口
三
口
語
表

2
F
ノ
報
告
以
来
本
邦
及
ピ
外
閣
－
一
於
ヶ

Y
若
年
者

胃
癌
ノ
報
告
A

枚
皐
－
一
眼
ア
ラ
ズ
。
然
レ
ド
モ
是
等
ノ
多
ク
A

痕
例
ノ
報
告
－
一
し
て
プ
、
若
年
者
胃
癌
ア
統
計
的
－
ニ
観
察
ジ
タ

Y

モ
ノ
A

稀

ナ
リ
υ

余
A

大
王
九
年
四
月
ヨ
リ
昭
和
三
年
三
月
－
ご
4
1
y

満
八
ヶ
年
問
、
京
都
常
岡
大
串
融
商
事
部
外
科
皐
数
室
－
一
於
ヶ

Y

胃
癌
思
者
中
手
術
ニ
ヨ

ヲ
ア
胃
癌
ト
確
定
ジ
タ
U
F

患
者
五
百
六
十
一
名
ノ
ウ
ノ
チ
、
三
十
歳
以
下
ノ
患
者
三
十
二
例
ヲ
得
、
是
ェ
就
－
ア
統
計
的
観
察
ヲ
試
ミ
タ

y
。

余
円
若
年
者
ヲ
三
十
歳
迄
ト
定
メ
、
年
齢
ヲ
敷
フ
w
y

－一
A

満
歳
ヲ
以
－
プ
ジ
タ

9
0

第
六
容

r、
臨

床
t.....I 

盛

五
七
七

（
第
式
競

O
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第
六
谷

F「

臨

~ 

盛

臨

見

読
例
ノ
記
載
A

冗
長
一
二
日
一
Y
ヲ
以
ア
省
略
ジ
、
左
ニ
其
要
領
ノ
ミ
ヲ
総
括
的
－
一
考
察
セ
ン
－
一
、
五
七
八

（

第
叶
瓜
掛
蜘

O
八）

床

所

－
、
擢
患
率
・
年
齢
反
巨
性
。
癌
ト
年
齢
－
一
関
ス

Y
統
計
A

数
多
ク
、
此
等
ノ
統
計
ヨ
η
ノ
『
癌
腫
期
』
t
H
C・0
Z
P］

8
1

1.0% 

2.8% 

2.2;>.; 

2.5% 

。ハョ／
υリ〆。

4.3% 

4.0% 

2.07% 

4.5ラ4

'.!.9:.:;>.; 

表

A札ran

平
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第
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均

Smith i判

Sherren 
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Lvnch 

i
 

b
 
t
 
I
 
l
 

a

－e
 

（
 

;Jb 

札高

ナ
山
戸
語
ヲ
生
ゼ
叫
ノ
。

表

年齢｜男｜女｜計
rn 2 2 

20 0 

:ll 0 

22 0 

23 l 1 

24 1 ] 

25 2 1 3 

26 4 4 

27 4 1 1 5 

29 5 2 7 

30 2 2 

第

癌
腫
期
ト
A

三
十
五
歳
或
ム
四
十
歳
以
上
ノ
年
齢
ヲ
言
フ
。
事
賓
四
十
歳
代
及
ピ
玉
十
歳
代
ノ
者
ガ
胃
癌
ノ
大
多
数
ヲ
ト
口
メ
オ

Y

コ
ト
A

、

諸
家
ノ
統
計
ノ

一
致
セ

Y
所
ナ
Y

モ
、
癌
腫
期
以
下
ノ
年
齢
ノ
者
ト
雄
モ
、
亦
胃
痛
ノ
脅
威
ヨ
リ
見
カ
山
戸
、
コ
ト
ヲ
得
ズ
、
而
モ
ソ
ノ
年
齢
－
一

A

何
等
ノ
制
限
鉱
山

シ
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

余
二
円
癌
ト
確
定
セ
市
川
五
百
六
十
一
例
中
三
十
二
例
、
即
チ
五
・
七

Mm
ニ
於
ア
、
若
年
者
胃
癌
ヲ
接
見
セ
リ
。
之
ヲ
諸
家
ノ
権
患
峯
（
第
一

表
）
ト
比
較
ス
U
Y

ユ
最
高
ノ
率
ヲ
示
ス
。

是
等
ノ
率
ヲ
金
平
均
ス
レ
バ
三
・
二

μ
ト
ナ

Y
。
即
チ
若
年
者
二
於
ケ

Y
胃
癌
A

決
シ
ア
稀
有
ナ
w
y

モ
ノ
ュ
非
ザ
Y
ヲ
知
山
戸
ペ
シ
。

出
。ニ－p
r
2
5
4H
J
E
m－
－
小
探
等
λ

胃
癌
ノ
年
齢
A

年
ト
共
－
一
低
下
ス

Y
傾
向
ア

y
ト
稗
セ

y
。
余
ノ
例
二
一
於
－
プ
A

大
正
九
年
度
ヨ

y
昭

和
二
年
度
ニ
一
台
ム
グ
間
ノ
患
者
数
ハ
四
例
、
三
例
、
五
例
、
二
例
、
二
例
、
五
例
、
一
例
、
十
例
ニ
シ
ア
年
ト
共
－
一
、
若
年
者
胃
癌
例
ノ
増
加
ス

M
F

グ
如
キ
成
績
7
示
サ
ズ
。



余
ノ
例
ニ
一
於
ア
A

十
九
歳
ノ
女
、
二
十
五
歳
ノ
男
ヲ
最
若
年
者
ト
ナ
ス
。
男
子
二
十
二
例
・
女
子
十
例
ニ
ジ
ア
男
女
ノ
比
川
二
・
二
割
て
－

U

て
プ
男
子
多
数
ア
占
ム
。
（
第
二
表
）
A
先
天
性
同
円
癌
ヲ
、
z
o
m
o
－
A
初
生
児
二
例
－
一
、

C
2
E・P
W

足。？・
2
A
生
後
六
週
間
以
内
ノ
乳
児
阿
例
、
一
年

六
ヶ
月
及
ピ
八
歳
ノ
小
児
て
の
己
｝
三
宮
ミ
F

A
生
後
．
L
A

ヶ
月
ノ
男
児
三
－
2
5
E
C
Y
A
生
後
一
年
ノ
小
児
－
一
、
切
の
｝
Z
E
E
A
五
歳
ノ
女
児

－一、〉∞
y
f
v
．
A
八
歳
ノ
小
児
三
次
ご
－
5

5

A
七
歳
ノ
男
児
、
九
歳
ノ
女
児
品
、
同
包

A
九
歳
／
男
児
－
一
胃
痛
ヲ
接
見
セ
ッ
。
本
邦
－
一
於
ケ

y
十
歳
未
満
ノ
胃
癌
例
A

余
ノ
寡
聞
ナ
Y
未
ダ
之
ヲ
聞
カ
ズ
。
十
五
歳
ノ
女
、
十
六
歳
ノ
男
ヲ
最
若
年
者
ト
ナ
ス
モ
ノ
、
加
シ
。

余
ガ
検
シ
タ
M
F

文
献
－
一
表
A

レ
タ
ル
若
年
者
胃
癌
例
（
第
三
表
）
百
四
十
三
例
中
、
性
別
不
明
ナ
Y
十
三
例
ヲ
除
キ
タ
Y

百
三
十
例
ニ
就
キ

ア
男
女
ノ
比
ヲ
求
ム

Y

－
一
、
本
邦
－
一
一
於
－
7
A

了
一
七
割
一
、
外
聞
－
一
於
－
7

A

7

七
割
一
、
平
均
了
三
劃
一
ト
ナ
リ
ノ
ア
一
一
般
宵
癌
ト
同
様
－
一

男
子
ガ
少
シ
ク
多
数
ナ
リ
。

J
J
戸

｝

］

乙

HH閉山
C
H
H
・
J
H
F
1
r

－oH｝F
O］守阿国

表
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第
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第
六
各

臨

床
』」

~ 

五
八

O

（
第
武
球

三
一

O
〉

伊l
二
、
遺
偉
。
胃
癌
ニ
逗
侍
ノ
重
要
ナ

Y
ヲ
設
ク
モ
ノ
ア
レ
ド
疑
A

シ
。
余
ノ
例
ニ
一
於
－
プ
A

、
血
族
中
一
般
－
一
癌
ノ
存
在
ヲ
認
ム

Y

モ
ノ
四

二
了
五
%
エ
ジ
ア
内
胃
癌
三
例
、
乳
癌
一
例
ナ
リ
ノ
。
父
側
ヨ
η
ノ
ノ
遺
侍
二
例
、
母
側
ヨ
リ
ノ
ノ
遺
侍
一
例
、
父
母
雨
側
ヨ

y
ノ
遣
侍
一
例

ナ
リ
。

明
ヒ
ユ
三
一
円
台
出

A

一
二

μ
ュ
於
－
ァ
、
鵜
搾
A

一
五
・
七
%
ェ
於
ア
若
年
者
胃
癌
－
一
癌
ノ
遺
侍
ヲ
認
メ

h
y
y
。

此
等
若
年
者
胃
癌
ノ
遺
体
率
ト
一
一
般
胃
癌
ノ
遺
停
翠
ト
ノ
間
－
一
著
ジ
キ
差
違
ヲ
認
メ
ズ
。

一
般
胃
癌
遺
侍
ノ
性
的
差
異
－
一
就
テ
、

父
側
ヨ
w
y
ノ
遺
侍
ノ
多
ジ
ト
ナ
ス
モ
ノ
ト
、
母
側
ヨ
凶
ノ
ノ
遺
停
ノ
多
シ
ト
ナ
ス
モ
ノ
ト
ア
レ
ド
、

余
ノ
例
λ

少
数
－
一
ジ
ア
何
レ
ト
そ
決
ジ
難
ジ

。

三
、
病
型

u
g三
E
2
A
若
年
者
ノ
胃
癌
ヲ
二
型
－
て
分
類
シ

タ
リ。

第
一
型
。
従
来
何
等
胃
症
朕
ヲ
呈
シ
b
y
y

コ
ト
無
キ
者
一
一
回
目
障
擬
一ヲ
来
ジ
、
速
カ
ニ
進
行
シ
ア
死
ノ
轄
蹄
ヲ
ト

Y

モ
ノ

。

第
二
型
。
従
来
何
等
カ
ノ
胃
障
磯
ア

y
タ
Y

モ
ノ
。

テ〕〕

E
－
5
ユ
従
ヘ
バ
第
一
型
二
一
属
ス

Y

モ
ノ
A

少
数
ニ
ジ
ア
十
六
例
中
二
例
こ
二
・
五

μ）
、
第
二
型
ニ
麗
ス

Y

モ
ノ
A

若
年
者
胃
癌
ノ
大

多
数
ヲ
市
メ
、
十
六
例
中
十
四
例
（
八
・
七
五

μ
）ア

リ
ノ
タ
リ
－
。

ど－
1
E
Y
P］

Z
E
F
5
ト
同
様
ノ
結
果
ヲ
得
、
鵜
諜
A

之
ト
反
劉
ノ
結
果
ヲ
得

k
y
y
。

J、

余
ノ
例
－
一
於
－
7
A
、
胃
潰
湯
ヲ
思
λ

ジ
ム
W
F

舵
住
痕
ア
w
y

モ
ノ
六
例
（
一
八
・
七
と
、
慢
性
胃
疾
患
ト
認
ム
ペ
キ
肱
往
症
ア

Y

モ
ノ
一

O
例

会
二
・
二

μ
）
エ
ジ
ア
、
之
ヲ
A
n
ス
レ
バ
十
六
例
（
五
パ
、－・，
h
y
）ナ

9
。
郎
チ
既
往
胃
症
ヲ
有
ス

Y

モ
ノ
ト
有
セ
ザ
Y

モ
ノ
ト
f

雨
型
同
数
ナ

9
0

一
方
余
ガ
検
ジ
タ
w
y

症
例
報
告
中
既
往
症
ノ
明
記

γ
y
h
p
y
モ
ノ
九
十
ム
ハ
例
ニ
就
ア
之
ヲ
ミ

Y

－
一
、
第
一
型
二
属
ス

Y

モ
ノ
四
十
三
例
、

第
二
型
二
属
ス

Y

モ
ノ
五
十
三
例
ニ
ジ
ア
、
第
二
型
＝
属
ス

Y

モ
ノ
稿
々
多
数
ナ
リ
。
更
－
一
之
ヲ
本
邦
例
ト
外
国
例
ト
ニ
円
分
チ
－
ア
観
察
ス
ル

ミ
本
邦
例
ユ
於
－
7

A
第
一
型
ニ
一
嵐
ス

Y

モ
ノ
三
オ
九
例
、
第
二
型
一
一
麗
ス

Y

モ
ノ
二
十
八
例
ニ
シ
ァ
、
第
一
型
ニ
麗
ス

Y

モ
ノ
梢
々
多
数

ナ

9
0
外
国
例
－
一
於
－
7
A
第
一
型
－
一
一
属
ス
ル
’
毛
ノ
四
例
、
第
二
型
二

一属
ス
ル
’
屯
／
二
十
五
例

一一
シ
ア
、
第
二
型
一
属
ス

Y

毛
ノ
著
シ
ク
多
数



4

ノリノ。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
．
、
．
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
．
、
、
‘
、
、
、
、
、
．
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、

卸
チ
本
邦
例
－
一
一
於
ケ
w
y

ト
外
側
聞
例
－
－
於
ケ
w
y

ト
A

大
f
z
其
ノ
趣
ヲ
異
－
一
シ
、
本
邦
例
ユ
於
－
ア
A

雨
型
ノ
間
ニ
著
ジ
キ
差
異
無
ク
、
外
圃
例

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、

－一於－ア
A

第
二
型
的
チ
既
往
胃
症
ヲ
有
ス
w
y

モ
ノ
著
シ
ク
多
数
ナ

y
。

、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
．
、
、
、
．
、
、
‘
．
、
．
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、

之
ヲ
一
般
胃
癌
－
一
比
較
ス
M
Y

－
－
、
銃
往
胃
症
ヲ
有
ス
w
F

モ
ノ
梢
々
多
数
ナ
Y
ガ
如
キ
点
、
少
ク
ト
モ
本
邦
－
一
於
ア
A

、
潰
蕩
癌
ヲ
若
年
者
間
円

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

癌
ノ
特
徴
ト
A

訟
メ
難
シ
。
向
ホ
宗
一
己
主
長
ミ
ノ
例
ノ
如
ク
胃
ニ
腫
蕩
ヲ
細
川
レ
ズ
、
且
何
等
胃
症
獄
ヲ
呈
セ
ザ

y
ジ
例
、
属
。
2
・
及
市
佐
官
接
吋

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ノ
例
ノ
如
ク
回
同
僚
張
ノ
症
朕
ノ
ミ
ヲ
呈
セ

Y
者
－
一
於
－
プ
モ
胃
癌
ノ
後
見
セ
－
フ
レ
タ
u
y

コ
ト
A

記
憶
－
一
値
ス
ペ
シ
。

目
、
初
緩
症
紙
ノ
時
ヨ
リ
初
診
時
迄
ノ
経
過
自
動
。
余
ノ
例
ニ
於
－
7
A
三
ヶ
月
ヨ

9
十
二
ヶ
年
ノ
問
－
一
ア
リ
、
平
均
二
年
一
ヶ
月
餅
ナ

9
0

之
ヲ
詳
シ
ク
観
察
ス

Y

－
一
、
第
一
型
ユ
麗
ス

Y

モ
ノ
ニ
於
－
プ
A

、
三
ヶ
月
ー
一
年
六
，ヶ
月
ニ
シ
ア
卒
均
八
ヶ
月
ナ
リ
ノ
。

第
二
型
ニ

一周
ス
グ
’
モ
ノ
A

十
ヶ
月

i
十
二
ヶ
年
－
一
ジ
ア
卒
均
三
・
五
ヶ
年
ナ
リ
ノ
、
但
ジ
胃
疾
患
ノ
悪
性
化
ア
思
A

ジ
ム
U
F

症
朕
ァ
畿
ジ
ア
ヨ

η
ノ
ノ
艇
、
過
日
数
A

一
ヶ
月
l
一
ヶ
年
－
一

v
－
プ
平
均
五
二
二
ヶ
月
ナ
リ
ノ
。

、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、

胃
癌
ノ
費
生
ヲ
思
A

シ
ム

Y
症
航
ヲ
後
シ
ア
ヨ
リ
ノ
経
過
日
数
総
平
均
A

六
・
五
ヶ
月
ナ

y
。

目疋

7
E
F
I
F
E
ノ
報
告
ト
比
較
ス

Y

－
一
第
一
型
A

四
・
五
ヶ
月
（
余
ノ
例
－
一
於
－
プ
A

八
ヶ
月
）
ニ
ジ
ア
余
ノ
例
ヨ

y
著
シ
ク
短
カ
ク
、
第
二

型
A

平
均
四
・
八
ヶ
年
（
余
J

例
ニ
於
－
ア
』
三
・
五
ヶ
年
）
、
胃
疾
患
ノ
悪
性
化
ヲ
思
A

ジ
ム

Y
症
朕
ヲ
後
シ
ア
ヨ

y
ノ
経
、
過
日
数
A

七
・
八
ヶ
月

、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、

（
余
ノ
例
ユ
於
d

プ
A

五
・
三
ヶ
月
）
－
一
シ
ア
何
レ
モ
余
ノ
例
ヨ

y
延
長
セ

Y
結
果
ヲ
示
セ

7
0
卸
チ
既
往
胃
症
ヲ
有
ス

Y

毛
ノ
ト
有
セ
ザ
Y

モ
ノ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、

ト
ノ
閥
係
川
菅
－
一
躍
患
数
－
一
於
－
7
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
経
過
円
敷
－
一
於
－
ア
モ
庁
J
5
5
5
ノ
成
績
ト
反
掛
ノ
結
果
ヲ
得
タ
リ
ノ
。

五
、
初
期
症
獄
。
余
ノ
例
ニ
於
－
7
A
第
四
表
ニ
示
ス
如
ク
、
腹
痛
、
幅
吐
、
膨
満
戚
、
暖
気
存
酸
，
食
思
不
振
、
下
痢
ノ
順
ナ

y
。

向
ホ
余
ガ
椴
ジ
タ

Y
痕
例
報
告
－
一
就
－
プ
之
ヲ
ミ

Y

－
一
、
略
々
問
機
ニ
シ
ァ
、
腹
痛
、
幅
吐
、
食
噌
不
振
、
膨
満
戚
、
後
熱
、
倦
怠
戚
ノ
順
－
一

ア
ソ
。~n 

チ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

一
一
般
胃
癌
ニ
炉
、
ヶ
Y

ト
同
様
－
一
初
期
痕
朕
不
定
ナ
リ
。
唯
々
腫
場
ア
訴
ア
グ
者
一
一
般
胃
癌
－
一
於
ケ
M
Y

ヨ
日
ノ
少
キ
モ
ノ
、
加
シ
。

第
六
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長量

18 

17 

12 

10 

5 

2 

2 

ο 
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表四

:Ji'(i 

吐

1Ji 

感

自主

振

難

持j

そ－；－・仙、

嫌

第

呑

不

倦

困

潟’

l者

身

下

気

腹

lljf. 

膨

唆

全

""' 品

下

射事

－釘包i
 

日曹

五
八

（
第
成
就

一一一一ニ）

10 

10 

23 

18 

12 

6 

6 

δ 

:l 

1 

表

自主

吐

感

t支

協

仮

痢

難

蛾

1市

怠

五

呑

不

困

倦

第

漏

下

気

！脅

身

百忌

腹

唆

食

R重

膨

申際

噌

会

下

六
、
初
診
時
ノ
主
訴
。
余
ノ
例
ニ
於
－
7

A
第
五
表
ニ
示
ス
如
ク
、
幅
吐
、
白
帆
痩
、
腫
場
、
膨
満
成
、
腹
痛
ノ
順
ナ

y
。
余
d
N

検
シ
タ
U
F

症
例

報
告
ニ
就
ア
之
ア
ミ
山
て
一
、
恒
吐
、
腫
場
、
眠
気
、
噌
曜
、
膨
満
戚
、
高
痩
ノ
順
－
一
シ
ア
、
此
等
ア
初
期
症
航
ト
比
駿
ス

Y

－
一
、
殊
ニ
余
ノ
例

ユ一於－ア
A

腫
蕩
ヲ
知
レ
W
F

者
及
ピ
議
痩
ヲ
来
セ
M
F

者
著
シ

ク
増
加
シ
、
病
勢
ノ
銑
－
一
甚
ダ
並
行
セ
w
y

ヲ
思
山
ジ
ム
。

七
、
個
々
ノ
臨
床
症
紙
Z
就
キ
テ
。

（
イ
）
、
食
慾
。
食
略
目
ノ
犯
サ
レ
ザ
Y

モ
ノ
二
十
例
、
六
二
・
五
%
、
食
噌
不
良
ナ

Y

モ
ノ
十
二
例
ニ
ジ
ア
、

サ
y
、
毛
ノ
砂
キ
ガ
如
シ
。

（
ロ
＼
便
運
。
便
秘
二
傾
ク
モ
ノ
八
例
、
二
五
・

O
μ、
下
痢
ス
U
W

モ
ノ
七
例
、
二
一
・
九

μ、
下
痢
便
秘
ノ
交

E
－
一
来
レ

y

葉
ノ
他
A

版
、
不
一
日
一
行
ナ
リ
。

ヨ－

E
F
5
鵜
諜
ノ
若
年
者
胃
癌
例
－
一
於
－
プ
モ
、
一
般
胃
癌
例
－
一
炉
、
ア
モ
、
約
其
ノ
牢
敷
－
一
於
ア
便
秘
－
一
傾
ケ

Y

号
、
余
ノ
例
－
一
於
－
プ
A

便

秘
ニ
傾
ケ
M
Y

者
著
ジ
ク
少
シ
。
下
痢
A

一
般
胃
癌
例
ト
大
差
ヲ
認
メ
ズ
。
胃
癌
末
期
－
一
於
－
7

A
、
下
痢
ヲ
来
ス
ヨ
ト
多
シ
ト
稀
ス
ル
モ
ノ
ア
レ

ド
毛
、
之
ヲ
詳
－
一
ス
M
F

能
A

ザ
リ
シ
A

遺
憾
ナ
リ
。

（
こ
、
高
痩
、
貧
血
茂
悪
溶
質
。
晶
痩
セ

Y

モ
ノ
二
十
二
例
、
六
八
・
七

μ
、
貧
血
ア
M
Y

モ
ノ
十
九
例
、
五
九
・
四

μ
、
悪
披
質
ヲ
呈
セ
w
F

一
一
般
胃
癌
－
一
比
シ
、
食
略
目
ノ
犯

モ
ノ
二
例
、



モ
ノ
十
三
例
、
四

0
・六
，μ
ア
リ
ノ
タ

y
。
若
年
者
同
門
癌
ニ
於
F

プ
A

、
ソ

ノ
進
行
速
カ
ナ
グ
’
ヲ
以
ア
悪
液
質
ヲ
来
ス
コ
ト
無
キ
ヲ
一
特
徴
ト
ス
ト

稗
ス
w
y

モ
ノ
ア
レ
ド
モ
（

F
E
E
F
F｝
e
HP
三
”
旨
E
E
2）
‘
余
A

十
三
例
、
四
。
・
六
%
ノ
多
キ
ニ
之
ヲ
ミ
タ

y
。
術
ホ

F
5
0
P
出
口

m
y

mrzp♂
服
部
氏
等
モ
悪
液
質
ヲ
来
シ
タ

Y
症
例
ヲ
報
告
セ
リ
。

（
－
一
）
、
痔
痛

一
多
少
ト
モ
熔
痛
ヲ
訴
プ
M
F

モ
ノ
二
十
例
、
六
二
・
五
，P
ア

y
。
ソ
ノ
多
ク
A

鈍
痛
－
一
シ
ア
場
所
A

心
寓
部
－
一
、
食
事
ト
ノ
時

間
的
関
係
て
不
定
ナ

Y
毛
ノ
多
シ
。

？
”』】己ユ
g

A
第
一
型
ニ

一麗
ス

Y
壬
ノ
つ
・
陣
痛
ヲ
来
ス
モ
ノ
少
ジ
ト
稗
セ

y
。
余
ノ
例
－
一
於
ア
モ
疹
痛
ヲ
訴
プ

Y
屯
ノ
、
舟
ノ
チ
第
一
型
－
一

麗
ス
M
F

モ
ノ
A

第
二
型
－
一
属
ス

Y

モ
ノ
、
約
竿
数
ナ
内
ノ
。

（
ホ
）
、
腫
覇
。
患
者
白
一
フ
腫
場
ヲ
鯛
知
シ
タ
M
Y

モ
ノ
十
例
三
一
・
二
%
ア

y
。

初
診
時
腫
蕩
ヲ
鯛
知
ス

Y

コ
ト
能
λ

ザ
リ
ノ
ジ
モ
ノ
七
例
、
一
二
・
九
，P
ア
リ
。
内
二
例
A

抵
抗
ト
ジ
ア
胸
知
セ

9
0

m
山弓己－
5

A
三
十
八

Mm
三
於
テ
腫
湯
ヲ
鯛
知
ス

Y
能

A
ザ
ソ
キ
。
而
シ
ア
若
年
者
ノ
胃
癌
A
鯛

v
難
キ
モ
ノ
ナ

y
ト
言
へ

Y

モ
、
余
A
七
例

二
一
・
九

μ
、
鵜
津
A

一
0
・五

%
肺
蕩
ヲ
鯛
レ
ズ
。
一
般
胃
癌
ノ
ソ
レ
ト
著
ジ
キ
差
異
ナ
シ
。

腫
蕩
ノ
良
ク
移
動
セ
ジ
モ
ノ
十
四
例
、
六

0
・九
%
、
ヨ
グ
移
動
セ
ザ
リ
ノ
シ
モ
ノ
九
例
、
不
明
二
例
ナ
ク
。

（
へ
）
、
韓
熱
。
『
3
2ユ
ロr

A
胃
癌
ノ
三
分
ノ
一

ニ
於
－
ア
鰻
混
ノ
上
昇
ア
リ
ト
言
ヒ
、

。
ユロ
2
・
二
円
癌
殊
－
一
若
年
者
ノ
間同
癌
－
一
於
－
ア
つ
鰻

泊
屡
々
上
昇
い
て
プ
三
十
九
度
（
錆
氏
）
以
上
－
一
連
ス
UY

コ
ト
ア
リ
ト
言
ヒ
、
弘

2
5
5
p
予

Z
E
E－ww
r
p
L
－
F
E
E
S
P－
モ
マ
タ
之
ヲ
認
メ

タ

y
。

惟
フ
ニ
此
等
鱒
溢
J

土
井
A

癌
腫
潰
蕩
面
－
一
於
ケ

Y

細
菌
ノ
戚
染
－
一
ヨ

Y

毒
素
ノ
吸
牧
、
癌
腫
蛋
白
質
分
解
産
物
ノ
吸
牧
、
穿
孔
等
－
一
ヨ

リ
ア
起
Y

モ
ノ
ナ

Y

ペ
ク
、
若
年
者
胃
癌
一
一
特
－
一
表
A

Y

、
モ
ノ
ト
ハ
考
ア

Y
能

A
ズ
。

余
ハ
費
熱
ア
リ
ジ
例
ヲ
義
見
セ
ザ
リ
キ
。

化
盤
・
的
検
査
所
見

－
、
遊
離
聾
盤
。
ぐ

g
eロ
g
zcz
ガ
初
メ
ア
凶
円
癌
ノ
際
－
一
二
円
液
中
遊
離
盟
酸
ノ
快
如
ヲ
ミ
U
Y

モ
ノ
ナ
リ
ト
鳴
ヘ
ア
以
来
、
遊
離
種
酸

第
六
巻

，..、
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3
ノ
U
F

（
第
氷
競

二
凶
〉

／
快
如
A

胃
癌
ノ
臨
床
診
断
上
重
大
親
セ
ラ
w
y

、
二
至
レ
η
ノ。

余
ノ
例
－
一
於
ア
A

検
査
例
数
二
十
八
例
中
、
遊
離
膿
酸
反
臆
陽
性
十
例
三
五
・
七
，P
、
陰
性
十
八
例
六
回
・
三
%’ナ

y
。

胃
液
中
遊
離
盟
酸
ノ
快
如
ヲ
ミ

Y
時
A
、
山
癌
ノ
診
断
上
大
イ
ェ
盛
考
ト
ナ

Y

モ
、
遊
離
開
酸
ヲ
謹
明
シ
タ
Y
場
合
ト
雌
毛
、
胃
癌
ヲ
否
定

U
J

能
A
ザ
Y
A

一
般
胃
癌
ノ
場
合
一
一
於
ク

Y
ト
同
様
ナ

y
。

阪
往
胃
症
ト
遊
離
鞭
酸
ト
ノ
関
係
。
胃
潰
蕩
ヲ
思
A

シ
ム
w
y

既
往
胃
症
ヲ
有
ス
U
Y

モ
ノ
二
就
ア
之
ヲ
ミ

Y

－
一
、
遊
離
種
酸
反
膝
陽
性
ナ
Y
屯

ノ
三
例
、
陰
性
ナ

Y

モ
ノ
四
例
ナ
リ
ノ
。
慢
性
胃
疾
患
ト
思
惟
サ
Y
ペ
キ
既
往
胃
症
ヲ
有
ス

Y
者
－
一
於
ア
川
、
陽
性
三
例
、
陰
性
六
例
ナ

y
。
何

等
既
往
宵
症
ヲ
有
セ
ザ
Y

モ
ノ
ζ

於
ア
A

陽
性
四
例
、
陰
性
八
例
ナ

y
u
却
チ
、
既
往
胃
症
ト
遊
離
撫
酸
ノ
存
在
ト
ハ
何
等
緊
密
ナ
Y
関
係
ナ

キ
モ
ノ
、
如
シ
。

食
慾
ト
遊
離
盟
酸
ト
ノ
関
係
。
遊
離
職
酸
ヲ
詮
明

ス
Y

モ
ノ
、
ク
チ
、
食
慾
ノ
犯
＋
ノレ

ザ
Y

モ
ノ
七
例
、
犯
＋
ノ
レ
タ

Y

毛
ノ
一
ニ
例
ナ

y
。
遊

離
盤
酸
ヲ
挟
如
セ
ル
ft

ノ
、
ヲ
チ
、
飲
慾
ノ
犯
＋
ノ
レ
ナ
M
y
f
t

ノ
十
二
例
、
犯
サ
レ
タ
w
y

そ
ノ
六
例
－
一
シ
ア
、
此
ノ
雨
者
ノ
間
ユ
モ
何
等
緊
密
ナ

y
関
係
無
キ
モ
ノ
、
如
シ
。

二
、
乳
酸
。
目
。
E

A

胃
癌
ノ
診
断
－
一
ア
タ
リ
胃
液
中
－
一
乳
酸
ァ
詮
明
ス
U
Y
A

、
遊
離
盟
酸
ノ
快
如
ト
共
ニ
重
大
ナ
山
戸
、意
義
ア
有
ス

Y
モ
ノ

ナ

y
ト
都
ヘ
タ

Y

モ
、
是
A

胃
癌
ノ
際
ノ
必
費
傑
件
－
一
非
ズ
ジ
ア
、
胃
液
中
遊
離
盟
酸
ノ
映
如
ト
胃
内
容
停
滞
ノ
二
僚
件
ノ
併
存
ス

Y
際
－
一
生

ズ
Y

モ
ノ
ニ
ジ
ア
、
胃
癌
診
断
ノ
塞
考
ト
ナ
Y

ニ
止
Y
ナ

y
。

余
三
一
十
八
例
中
十
二
例
四
二
・
八

μ
ニ
於
ア
之
ヲ
謹
明
セ

y
。
鵜
津
ハ
四
六
・
一

μ
閉山
g
E
H
F
E
A
四

O
%
ニ
一
於
ア
之
ヲ
謹
明
セ
可
ノ
。
此
等

ヲ
一
般
胃
癌
ノ
ソ
レ
ト
比
較
ス

Y

ニ
其
ノ
峯
梢
々
低
キ
毛
ノ
、
如
ジ
。

三
、
潜
出
血
。
胃
癌
A

間
モ
ナ
ク
潰
蕩
化
ス

Y

モ
ノ
ナ
Y

7
以
ア
、
胃
液
及
糞
便
ガ
血
液
反
感
ヲ
呈
ス
グ
’
コ
ト
多
シ
。

余
ノ
例
ニ
於
－
7

A

胃
液
又
A

糞
便
中
潜
出
血
反
臆
陽
性
ナ
岬
ノ
シ
モ
ノ
十
七
例
六
五
・
四
%
、
陰
性
ナ
リ
J

シ
モ
ノ
九
例
、
不
明
六
例
ナ

y
。

手

術

所

見



－
、
腹
水
。
腹
水
ヲ
読
明
シ
タ
M
Y

モ
ノ
九
例
二
八
・
一

μ
ア
リ
。
内
三
例
A

開
腹
シ
ア
初
メ
ア
費
見
セ
ジ
モ
ノ
ニ
ジ
ァ
、
其
ノ
量
極
メ
ア
少

量
ナ

y
キ
。
多
ク
A

淡
黄
色
透
明
－
一
シ
ア
、
赤
色
乃
至
福
色
ヲ
呈
セ
ジ
モ
ノ
A

三
例
ノ
ミ
ナ
リ
。

二
．
臆
蕩
ノ
位
置
。
第
六
表
A
ニ
示
ス
如
ク
附
門
部
及
ピ
小
轡
部
－
一
於
ケ
M
Y

モ
ノ
ガ
多
数
ヲ

表

i A I B 

部， 9 I 29 

7 i 24 

6 14 

4 I 

3 I 12 

5 

4 

I片
i、

3 

諸
家
ノ
症
例
報
告
ニ
就
－
プ
之
ア
ミ

Y

－
一
、
第
六
表
B
ニ
示
ス
如
ク
略
々
同
様
ナ
リ
。

－・．，、

昔日

壁

骨豊

胃

昔日

哲警

三
、
樟
移
。
記
載
ナ
カ
リ
ノ
ジ
七
例
ヲ
除
キ
、
著
明
ナ

Y
轄
移
ヲ
肉
眼
的
－
一
誇
明
セ
ザ
リ
シ
モ

第

門

fザ

門

ノ
五
例
二

O
，h
ア

y
。
内
一
例
ノ
如
キ
A

二
十
八
歳
ノ
男
子
ユ
シ
ア
、
同
円
ハ
全
部
癌
様
－
一
一
漣
化

幽

後

障重
円

会

噴

大

シ
オ
M
Y

ユ
モ
ヵ
、
A

－
フ
ズ
肉
眼
的
－
二
時
移
ヲ
識
明
ス

Y
能
λ

ザ
リ
キ
。
鞠
移
中
大
綱
八
例
、
横

行
結
腸
四
例
、
播
植
四
例
、
膳
臓
三
例
、
肝
臓
二
例
ア

y
タ
リ
。

』

LE
E
tご戸
］

a
H
P
三
A

早
期
轄
移
形
成
、
遠
隔
臓
器
へ
ノ
轄
移
形
成
ヲ
若
年
者
胃
癌
ノ
一
一
特
徴
ナ

y
ト
稀
ジ
タ

Y

毛
、
余
ノ
例
ュ
於
ア
λ

肉

眼
的
－
一
著
明
ナ

Y
縛
移
ヲ
認
メ
ザ

y
ジ
モ
ノ
五
例
ア

y
。
マ
タ
吉
｝
｝
E

E

A

手
術
例
一
一
－
プ
、
同
g
H
J
C
Z吋
N
Ch
r
A

剖
検
－
一
ヨ

y
－
ア
モ
、
全
然
鱒

移
ヲ
譜
明
セ
ザ

y
シ
定
例
ヲ
報
告
セ
リ
ノ
。

回
、
手
術
。
切
除
術
ヲ
施
ジ

タ
Y

モ
ノ
十
例
三
了
二

μ
、
内
男
子
六
例
、
女
子
四
例
ナ
リ
ノ
。
胃
腸
吻
合
術
ヲ
行
ヒ
タ

Y

モ
ノ
九
例
二
八
・

一
折
、
試
験
開
腹
ヲ
行
ヒ
タ

Y

モ
ノ
十
一
例
三
四
・
四

μ
、
四
円
痩
‘
宰
腸
痩
造
設
術
ヲ
行
ヒ
b
F
Y
モ
ノ
各
一
例
ナ

y
。

余
ガ
検
シ
タ

Y
定
例
報
告
－
一
就
－
プ
之
ヲ
ミ
U
Y

－
一
、
切
除
術
ヲ
行
ヒ
タ

Y

モ
ノ
三
十
二
例
三
八
折
、
胃
腸
吻
合
術
ヲ
行
ヒ

タ
Y

モ
ノ
三
十
四

例
四

0
・四

μ、
試
験
開
腹
ヲ
行
ヒ
タ

Y

モ
ノ
十
八
例
二
一
・
問

μナ
ソ
。

即
チ
根
治
手
術
可
能
率
A

一
一
般
胃
癌
－
一
比
ジ
不
良
ナ
リ
。

五
、
綿
織
種
的
検
査
。
刻
出
セ

Y
腫
蕩
及
ピ
腫
蕩
ノ
切
除
不
可
能
ナ

y
ジ
例
ニ
於
－
7
A
、
特
移
ト
思
惟
セ
ラ
M

戸
、
モ
ノ
ヲ
刻
出
～
v
e
プ
検
査

セリノ
。

第
六
巻

「「
臨

床..... 

盛

広
八
五

（
第
筑
波

二
五
〉



第
六
品
位

【
臨
床
】

盛

五
八
六

（
第
或
披

－ 
J」
ノ、
、，〆

腺
細
胞
癌
八
例
腰
様
癌
三
例
、
腺
癌
一
例
ナ
ソ
。

諸
家
ノ
報
告
－
一
就
－
ア
之
ヲ
ミ

Y

－
一
腺
細
胞
癌
三
十
例
、
腺
癌
十
二
例
、
勝
様
癌
六
例
、
硬
癌
九
例
、
固
柱
版
細
胞
矯
五
例
ナ

y
。

遠

隔

績
成

入
院
中
死
己
ジ
タ
U
Y

モ
ノ
A

術
後
七
日
以
内
ニ
死
巳
シ
タ

Y

モ
ノ
四
例
、
術
後
八
日
ニ
ジ
ア
穿
孔
ジ
、
再
手
術
ヲ
行
ヒ
、
術
後
四
十
二
日
一
一

ジ
ア
死
己
シ
タ

Y

モ
ノ
一
例
，
計
五
例
一
五
・
六
%
ナ
ソ
。

ソ
ノ
他
ノ
者
一
一
A

書
面
ヲ
以
ア
術
後
ノ
経
過
ヲ
問
ヒ
人
ハ
セ
、
不
明
ナ

Y
七
例
ヲ
除
キ
タ

Y
二
十
例
一
一
就
－
ア
観
察
ヲ
行
へ

y
。

試
験
同
腹
－
一
止

y
タ
U
Y

モ
ノ
、
手
術
後
ノ
生
存
期
間
A

二
ヶ
月
ヨ
リ
十
ヶ
月
ノ
間
二
ア
リ
、
卒
均
四
・
七
ヶ
月
ナ
リ
。
胃
癌
ノ
費
生
ヲ
思
A

ジ
メ
ジ
時
ヨ
リ
ノ
生
存
期
間
λ

九
ヶ
月
ヨ
リ
ノ
一
年
三
ヶ
月
ノ
間
ニ
ア
リ
、
平
均
一
年
一
ヶ
月
ナ
リ
。

胃
痩
造
設
術
ヲ
行
ヒ
タ
w
y

モ
ノ
、
術
後
ノ
生
存
期
間
A

二
・
五
ヶ
月
ナ

y
。

胃
腸
吻
令
術
ヲ
行
ヒ
タ

Y

モ
ノ
、
術
後
ノ
生
存
期
間
三
了
五
ヶ
月
ヨ

y
六
ヶ
月
ノ
間
一
一
ア

y
、
平
均
四
ヶ
月
ナ

y
。
円
癌
ノ
費
生
ヲ
思
A

hv
メ
シ
時
ヨ
サ
ノ
ノ
生
存
期
間
A

四
ヶ
月
ヨ

y
一
年
四
ヶ
月
ノ
間
ニ
ア
η
ノ
ア
平
均
一
ヶ
年
ナ
ソ
。

腫
蕩
ノ
切
除
術
テ
行
ヒ
タ

Y

モ
ノ
、
術
後
ノ
生
存
期
間
A

一
・
五
ヶ
月
ヨ
リ
二
年
九
ヶ
月
ノ
間
ユ
ア

y
（
此
内
一
例
λ

術
後
一
年
一
ヶ
月
－
一

ジ
ア
現
存
シ
、
回
同
癌
再
費
ノ
徴
ナ
シ
）
平
均
一
年
一
ヶ
月
除
ナ
リ
。
胃
癌
ノ
費
生
ヲ
思
A

ジ
メ
シ
時
ヨ

y
／
生
存
期
間
A

五
ヶ
月
ヨ

y
三
年
三

ヶ
月
ノ
間
二
ア
リ
、
平
均
一
年
六
ヶ
月
ナ

y
。

諸
宗
ノ
報
告
中
生
存
期
間
ノ
明
記
ア

y
シ
四
十
例
中
手
術
－
一
ヨ

Y
直
接
死
十
三
例
ヲ
除
キ
タ

Y
二
十
七
例
一
一
就
テ
、
之
ヲ
手
術
ヲ
行
ヒ
タ

y

毛
ノ
ト
手
術
タ
行
A

ザ

y
シ
モ
ノ
ト
ニ
二
大
別
ジ
ア
観
察
ス

Y

ニ
、
手
術
ヲ
行
A

ザ

y
ジ
モ
ノ
、
平
均
年
一
存
期
間
A

五
・
三
ヶ
月
、
手
術
ヲ
行

ヒ
タ

Y
モ
ノ
、
術
後
生
存
期
間
ハ
平
均
一
年
四
ヶ
月
ナ

y
o

者

按

A

若
年
者
同
円
癌
ノ
特
徴
ト
シ
ア
一
、
病
気
／
突
費
一
一
、
経
過
迅
蓮
三
、
熱
費
四
、
早
期
轄
移
形
成
玉
、
悪
液
質
ノ
挟
如
ヲ
事

H
L
己
T
，
＝
己
主
〕



グ、

Z
Z
｝］
7
5・
Ed－－出
P
E
g－
等
モ
略
々
同
様
ノ
特
徴
ヲ
皐
グ
タ

y
。
余
ノ
例
二
抗
プ
司
Z
Y
－
－
、
其
ノ
初
期
症
航
ハ
腹
痛
、
曜
吐
、
膨
揃

戚
、
眠
気
晴
幌
、
食
思
不
振
、
下
痢
ノ
如
ク
不
定
ナ
Y
荒
川
肌
ヲ
以
ア
初
マ
w
y

モ
ノ
多
数
－
－

v
－
プ
、
腫
蕩
ヲ
訴
プ
Y

屯
ノ
A

少
数
ナ

7
0
従
ヅ

ア
稜
病
時
－
一
正
椛
－
一
胃
癌
ノ
診
断
ヲ
下
ス
コ
ト
困
難
ナ
Y

ペ
ジ
。

初
政
官
椛
朕
ヨ
リ
初
診
時
迄
ノ
鰹
－過
日
数
A

平
均
ム
ハ
・
五
ヶ
月
－
一
ジ
ア
一
般
胃
癌
ノ
ツ
レ
ト
大
差
ナ
ク
、
若
年
者
向
癌
ガ
特
回
一
月
以
激
－
一
進
行
ス

W
Y

モ
ノ
ト
A

考
ブ
Y

コ
ト
能
で
ス
。

人
ふ
ノ
例
一
一
於
ア
ハ
熱
費
ヲ
来
シ
タ
Y

モ
ノ
無
シ
。
阪
ニ
記
載
シ
タ
Y
ガ
如
ク
、
胃
癌
患
者
－
一
於
ケ
U
Y

熱
費
A

痛
潰
蕩
面
－
一
於
ケ
M
F

細
的
ノ
戚

染
、
癌
蛋
白
質
分
解
産
物
ノ
扱
牧
、
穿
孔
等
－
一
ヨ
リ
ア
表
A

Y

、
モ
ノ
ナ
Y

ペ
ク
、
之
ヲ
若
年
者
胃
癌
ノ
特
徴
ト
A

認
メ
難
シ
。

開
腹
－
一
際
シ
肉
眼
的
－
一
暢
移
ヲ
譜
明
セ
ザ
リ
シ
モ
ノ
二

O
μ
ア
リ
ノ
。
其
ノ
内
一
例
ノ
如
キ
コ
全
宵
壷
ク
癌
性
一
一
遜
化
ジ
オ
グ
ニ
モ
ヵ
、
A

－
プ
ズ
肉
眼
的
－
一
A

轄
移
ヲ
費
見
セ
ザ

y
キ
。
さ
と
2

2

F

A

手
術
例
－
一
於
ア
、
出
2

5

｝）
5

g

p

A

剖
検
例
－
一
於
ア
モ
全
然
轄
移
ヲ
読
明
セ
ザ
ソ

シ
抗
例
ヲ
報
告
セ

y
。

若
年
者
間
癌
A

経
過
迅
速
ナ
Y
ヲ
以
ア
、
悪
液
質
ヲ
来
ス
隈
ナ
ク
シ
ア
死
C
ス
ト
品
一一
ロ
ア
モ
、
余
A

四
O
，弥
ノ
多
キ
ニ
之
ヲ
ミ
タ
リ
。

向
ホ
其
ノ
他
権
患
率
ノ
性
的
差
異
、
遺
情
的
関
係
、
初
診
時
ノ
主
訴
、
諸
種
ノ
臨
床
所
見
、
化
準
的
検
査
所
見
－
一
一
於
－
ア
モ
、
特
－
一
若
年
者
円

、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、

癌
＝
特
有
ナ

y
ト
強
調
高
唱
ス
w
y

一一足
Y
徴
候
ア
認
メ
ズ
。

、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

榔
ヅ
ア
其
ノ
治
癒
成
績
ヲ
ミ
Y

ニ
枝
治
手
術
可
能
ノ
率
山

一
般
胃
癌
ヲ

y
低
ク
遠
隔
成
績
モ
亦
不
良
ナ
リ
0

・

、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、

抑
々
之

v
何
ニ
川
一
ス
グ
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ヵ
。

若
年
者
一
一
於
ケ
Y
胃
癌
λ

全
胃
癌
ノ
三
が
強
ヲ
ト
H
メ
、
決
シ
ア
稀
有
ナ
w
y

疾
患
－
一
非
ザ
Y

－
一
千
刀
、
で
フ
ズ
、
一
般
一
一
癌
腫
期
ナ
Y

印
象

乙
強
ク
支
配
セ
ア
レ
オ
Y

ガ
故
－
一
、
若
年
者
ノ
同
月
痕
ヲ
診
断
ス
Y

二百
y
、一一－
同
癌
』
ナ
Y

疾
患
ヲ
念
頭
－
一
オ
ク
コ
ト
ヲ
全
然
忘
却
し
γ

、
或
A

－｝ピ
FV
、
I
Z
M

山田弓
マム円三
戸－
G

』乞伊山
】戸m
－
H

弘

明

会

H

．

ヲf

ι
民
主
」
－

H
z
c
c
m

－
 
。｝一－
FHFu
p
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F
Z
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H
AJ
E

T

－U
2
z
v
］－一二
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h
F
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c

一H
F
h
F

｝噌C
Z
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供
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Z
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第
六
忠
世

F「

臨

床
L」

感

五
八
八

（
第
成
時
批

一
一
八
）

ナ、ァ
然、 ノv、ノレ
夕、べ‘、$；
ノハシ、ニ
若・
年、通、
者、営、
胃、ナ、
癌、ノv、
ノ、時、
早、機、
期、ニ、
診、正、
断、確、
ノ、、ナ、
京日、 ノv、
作I、 吾占、、
·1~J n；：：シ
二、断、
主／、ヲ、
；テ、下、
建・ ス、
シ、コ、
千号、 ト、
ぺ、ヲ、
キ、 千号、
カ、ズ7、

従、
ヅ、

プ、

唯、

ノ、
治、
療、
手、
段、
夕、

ノv、
手、
術、、
ノ
時、
機、
ヲ．

失、
Jえ、

ノ：v、

ヨ、

ノv、
ごE、
ノ、

腫
湯
ヲ
鯛
知
ス

Y

コ
ト
ヲ
得
レ
A

、
診
断
A

略
々
確
賓
ナ
Y
ペ
キ
モ
、
明
カ
ニ
一
腰
湯
ヲ
詮
明
uvd

得

Y
頃
－
二
、
根
治
手
術
ノ
行
ヒ
難
キ
モ
ノ

多
シ
。ソ
ノ
他
ノ
徴
候
、
例
ヘ
バ
初
期
症
朕
一
一
於
－
ア
モ
何
等
特
徴
ト
認
ム
ペ
キ
モ
ノ
無
ク
、
胃
液
中
遊
離
輯
酸
ノ
快
如
、
乳
酸
、
ポ
ア
ス
オ

氏
長
梓
雨
、
「
ザ
戸
チ
ナ
L
、
醸
母
ノ
読
明
、
胃
液
或
A

糞
便
中
二
一
於
ケ

Y
潜
出
血
ノ
讃
明
、
或
A

ポ
ア
ロ
氏
反
慮
、
サ
ロ
モ
ン
氏
試
験
、
沃
度

加
里
試
験
等
一
ト
ジ
ア
胃
癌
ノ
診
断
ヲ
確
定
ス

Y

ニ
足
Y

モ
ノ
ナ
シ
。
唯
是
等
ヲ
綜
合
考
案
ス
w
y

時
、
初
メ
ア
意
義
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
然
モ
前

診
断
ヲ
舵
定
ス
M
Y

二
足
－
プ
ズ
。

レl

ノvi

「
レ
ン
ト
ゲ
ン
」
検
査
A

、
就
中
最
モ
有
意
義
ナ

Y
検
査
方
法
ナ

Y

毛
、
余
A

更
－
一
決
定
的
ノ
債
値
ヲ
有
ス

Y
試
験
開
腹
ヲ
毎
常
行
プ
ペ
キ
ヲ

高
明
セ
ン
ト
ス
M
Y

モ
ノ
ナ

y
。

川
口
恥
ノ
如
ク
早
期
－
一
之
ヲ
接
見
ス
レ
バ
、
枚
、
治
セ
ジ
ム
U
Y

コ
ト
ヲ
得
Y

毛、

、．、．、．、．、．

患
ニ
一
割
打
て
ア
A

、
之
ヲ
早
期
－
一
且
確
貫
－
一
一
診
断
ス

Y

コ
ト
A

醤
家
ノ
義
務
ナ

9
0 一
日
一
ソ
ノ
時
機
ヲ
失
セ
ン
カ
再
ピ
救
フ
ペ
カ
ラ
ザ

Y

ニ
至
Y
疾

試
験
開
腹
A

何
等
ノ
危
険
ト
苦
痛
ヲ
件
ア
コ
ト
無
ク
、
然
モ
最
モ
簡
単
ニ
、
最
モ
確
質
ナ

Y
診
断
ヲ
下
ス
コ
ト
ヲ
得

y
、
最
捷
径
、
最
良
ノ

診
断
法
ナ

Y

コ
ト
ハ
版
々
ヲ
要
セ
ズ
。
阪
－
一
高
年
者
－
一
於
－
プ
A

、
三
週
間
内
科
的
－
一
治
療
ジ
ア
轄
快
セ
ザ
Y
胃
疾
患
ニ
A

開
版
術
ヲ
行
プ
ペ
シ

ト
邪
ヘ
ク
レ
、
近
来
一
般
－
一
之
ガ
賓
行
セ
一
プ
レ
ン
ト
ス

Y
傾
向
ア

Y

A
喜
プ
ペ
キ
コ
ト
ナ

9
3

、
、
、
、
．
、
．
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、

余月一一

J

高
年
者
－
一
於
ア
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
若
年
者
－
一
於
－
プ
モ
マ
タ
診
断
不
確
貫
ノ
胃
症
一
し
て
プ
、
三
週
間
内
科
的
エ
治
療
シ
ア
軽
快
セ
ザ
戸

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

モ
ノ
－
一
月
、
直
チ
ニ
試
験
開
腹
ヲ
行
プ
ペ
キ
ヲ
提
唱
セ
ン
ト
ス
。

若
U
V

開
腹
ノ
結
果
同
月
癌
－
一
非
ず
レ
バ
以
，
ァ
患
者
ノ
不
安
戚
ヲ
一
掃
ス

y

一
足
Y

ぺ
ク
、
若
シ
胃
癌
ア
早
期
－
一
費
見
ス
レ
バ
、
以
－
ア
根
拍
手
術



ヲ
行
フ
ヲ
得
－
プ
、
天
書
ヲ
全
ク
ス
M
Y

ヲ
得
J

ベ
シ
。
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．
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．
、
、
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、
、
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、
、
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、
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．
、
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
．
、
、
、
、
、
、
、

余
ノ
此
ノ
提
唱
ガ
一
般
－
一
行
A

M

F

、
二
至
レ
バ
、
若
年
者
胃
癌
ト
雄
毛
良
キ
治
癒
成
績
ヲ
翠
グ
得
可
ク
、
「
若
年
者
胃
癌
－
一
手
術
A

禁
忌
ナ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
．
、
、
、
、

リ
L
ト
ノ
憂
A

柁
憂
ト
ナ
Y

ぺ
シ
ト
信
ズ
。

揺

余
A

大
正
九
年
四
月
ヨ
リ
ノ
昭
和
三
年
三
月
二
至
Y
満
八
ヶ
年
問
、
京
都
帝
国
大
串
醤
皐
部
外
科
皐
数
室
－
コ
於
ケ
Y
胃
癌
患
者
中
、
手
術
－
一
ヨ

リ
胃
癌
ト
権
定
シ
タ

Y
患
者
五
百
六
十
一
名
ノ
ク
チ
、
満
三
十
歳
以
下
ノ
患
者
三
十
二
例
＝
就
キ
ア
観
察
ヲ
試
ミ
タ
リ
ノ
。

一
、
擢
忠
宰
A

五
・
七
%
－
一
シ
ア
比
較
的
高
率
ヲ
示
ス
。

二
、
年
ト
共
ュ
若
年
者
間
癌
ノ
増
加
ス

Y

カ
如
キ
傾
向
無
シ
。

三
、
最
若
年
者
A

十
九
議
ノ
女
子
、
二
十
五
歳
ノ
男
子
ナ

9
0

四
、
男
女
ノ
比
A

二
・
二
封
一
ナ

y
。

纏

五
、
癌
ノ
遺
侍
A

一
二
・
五
M
F
ニ
於
－
プ
之
ヲ
認
ム
。

六
、
阪
往
胃
症
ヲ
有
ス

Y

モ
ノ
ト
有
セ
ザ
グ
モ
ノ
ト
A

同
教
ナ
リ
ノ
。
阪
往
宵
症
ヲ
有
ス
w
y

モ
ノ
ニ
於
－
プ
A

、
胃
潰
濠
ヲ
思
A

シ
ム
w
y

銃
往
胃

症
ヲ
有
ス
M
F

モ
y
六
例
、
慢
性
宵
「
カ
タ

y
」
ト
訟
ム
ペ
キ
既
往
宵
症
守
’
有
ス
ル
モ
ノ
十
例
ナ
リ
。
文
献
－
一
就
ア
之
ヲ
ミ
w
F

－
一
、
本
邦
例
－
－
於
グ

U
Y

ト
外
国
例
－
一
一
於
ケ

Y
ト
A

大
イ
ニ
宜
（
趣
ヲ
異
ニ
シ
、
本
邦
例
－
一
於
d

プ
ハ
雨
型
ノ
間
二
著
シ
キ
差
異
無
ク
、
外
国
例
－
一
一
於
－
プ
A

既
往
胃
症
ヲ
有

ス
Y

モ
ノ
著
ジ
ク
多
数
ナ

9
0
少
ク
ト
モ
本
邦
一
一
於
－
7

A

、
潰
湯
癌
ヲ
若
年
者
胃
癌
ノ
特
徴
ト
A

認
メ
難
シ
。

七
、
初
接
症
朕
ヨ
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初
診
時
迄
ノ
経
過
日
数
二
ニ
ヶ
月
1
十
二
ヶ
年
ノ
間
ニ
ア
リ
ノ
。
平
均
二
年
一
ヶ
月
ナ
リ
。

第
一
型
（
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初
出
』

5
5）
ニ
一
鹿
ス

Y

モ
ノ
A

卒
均
八
ヶ
月
、
第
二
型
（
ロ
ヲ
ご
い
こ
－

5
）－一一属ス

Y

モ
ノ
A

平
均
三
・
五
ヶ
年
、
但
ジ
胃
疾
患
ノ
悪

性
化
ヲ
思
λ

ジ
ム
M
Y

症
朕
ヲ
殻
シ
ア
ヨ
リ
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ノ
経
過
日
数
A

、
平
均
五
二
ニ
ヶ
月
ナ

y
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胃
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ノ
費
生
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思
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シ
ム
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症
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シ
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ヨ

y
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過
日
数
線
平
均
A

六
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五
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月
ナ
リ
υ

卸
チ
院
佐
肯
痕
ヲ
有
ス

Y

モ
ノ
ト
有
セ
ザ
Y
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ト
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関
係
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、
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－
一
躍
息
数
－
一
一
於
e

プ
ノ
ミ
ナ
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、
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初
診
時
迄
ノ
経
過
日
敷
ユ
於
－
プ
モ
ヨ
己

F
Z
ノ
成
績
ト
反
封
ノ
結
果
ヲ
得
タ

y
。

八
、
初
期
痕
状
A

腹
痛
、
恒
吐
、
膨
満
成
、
暖
気
存
酸
、
食
噌
不
振
ノ
順
ニ
シ
ア
一
一
般
胃
癌
ト
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様
不
定
ナ
リ
ノ
。
唯
々
腫
蕩
ヲ
訴
フ

Y
者
一

般
胃
癌
－
一
比
ジ
少
キ
モ
ノ
／
如
ジ
。

九
、
初
診
時
ノ
キ
訴
A

恒
吐
、

出
品
捜
、
腫
湯
、
膨
満
成
、
腹
痛
ノ
順
ニ
シ
ア
、
初
期
痕
妖
ニ
比
シ
、

白
鳳
痩
、
腫
蕩
ヲ
訴
プ

Y

モ
ノ
著
シ
ク
増

加
セ

y
。

十
、
飲
慾
ノ
犯
サ
レ
ザ
Y

モ
ノ
六
二
・
五

μナ
リ
。
便
秘
一
一
傾
ケ
Y

モ
ノ
二
五
%
ニ
シ
ア
ソ
ノ
率
低
ク
、
下
痢
ス

Y

モ
ノ
一

二

・九

μ、
下
痢

便
秘
ノ
交
互
－
一
来
u
y

モ
ノ
六
・
一

μ
、
ソ
ノ
他
A

概
ネ
一
日
一
行
ナ
η
ノ
。
最
痩
セ

Y

モ
ノ
六
八
・
七
%
、
貧
血
セ
U
Y

モ
ノ
五
九
・
四
川
内
、
悪
液
質

ヲ
来
セ
U
F

モ
ノ
四

0
・六
，LF
ア
リ
ノ
。
蕗
痛
ア
訴
プ
w
y

モ
ノ
六
二
・
五
折
、
ソ
ノ
多
ク
A

鈍
痛
－
一
シ
ア
、
場
所
A

心
寓
部
－
一
、
食
事
ト
ノ
閥
係
A

不
定
ナ
Y

モ
ノ
多
シ
。

抹
τ痛
ト
既
往
胃
椛
ト
ノ
開
係
A

第
一
型
（
コ
・
さ

Z
E－－
g）

ニ
一鴎
ス

Y
モ
ノ
、
約
竿
数
ナ

9
0

忠
者
自
白
フ
腫
湯
ヲ
鯛
レ
タ

Y

モ
ノ
一
ニ

一
・ニ

μ
、
初
診
附
腫
瀦
ヲ
鯛
知
ス

Y
能
A

ず
り
し
V

モ
ノ
一
二
・
九

μ
ニ
し
て
プ
特
ニ
糊
診
シ
難
キ
コ
ト

ナ
シ
。
腫
務
ノ
良
ク
移
動
セ
ジ
モ
ノ
六

0
・九

μ、
良
ク
移
動
セ
ザ

y
シ
モ
ノ
三
九
・
一
，

mナ
y
。

｝
開局
ス

Y

モ
ノ
A

第
二
型
（
U

－
？
三
子
宮
）

熱
脱
税
ヲ
来
セ
U
Y

毛
ノ
A

無
シ
。

十
一
、
同
被
ノ
遊
離
闇
酸
反
賂
陽
性
ナ
U
F

モ
ノ
三
五
・
七
%
、
陰
性
ナ
U
Y

モ
ノ
六
四
二
ニ
，%
ナ
η
ノ
。
既
往
胃
症
ト
遊
離
盟
酸
、
食
慾
ト
遊
離

臨
酸
ト
ノ
間
ニ
A

何
等
緊
密
ナ
Y
開
係
無
キ
モ
ノ
、
加
シ
。

十
二
、
胃
液
ノ
乳
酸
反
臆
陽
性
ナ

Y

？
ノ
四
二
・
八
，mナ
9
0

十
三
、
胃
液
或
A

糞
便
中
潜
出
血
ヲ
読
明
セ
M
Y

モ
ノ
六
五
・
四

μナ
リ
。

十
四
、
腹
水
二
一
八
・
一

μ
ニ
於
－
7
之
ヲ
誼
明
セ
リ
。
内
三
例
A

開
腹
シ
ア
初
メ
，
プ
接
見
セ

y
。
多
ク
A

淡
黄
色
透
明
一
一
シ
ア
、
赤
色
乃
至

禍
色
ヲ
呈
ジ
タ
グ
毛
ノ
ハ
ゴ
一
例
ナ
リ
。



十
玉
、
腫
場
ノ
位
置
A

幽
門
部
、
小
轡
部
、
後
壁
、
胃
健
、
噴
阿
部
、
金
問
ノ
順
ナ

9
0

十
六
、
著
明
ナ
w
y

縛
移
ヲ
謹
明
セ
ザ
リ
シ
モ
ノ
二

O
μ
ア

y
。

十
七
、
切
除
術
ヲ
行
ヒ
タ

Y

モ
／
ゴ
ご
・
三
，L円
、
男
子
六
例
、
女
子
四
例
ナ

9
0
胃
腸
吻
合
術
ヲ
行
ヒ
タ
’
U
F

モ
ノ
二
八
，h
川
、
試
験
開
腹
ヲ
行

ヒ
タ
グ
モ
ノ
三
四
・
四

μ、
同
門
壊
、
空
腸
痩
ヲ
造
設
uvv

タ
U
Y

モ
ノ
各
々
三
・
一

μナ
y
。

十
八
、
腺
細
胞
癌
八
例
、
勝
様
癌
三
例
、
腺
嬬
一
例
ナ
リ
。

十
九
、
手
術
ニ
ヨ

Y

死
C
A
一
五
・
六

μナ
リ
。
手
術
後
ノ
生
存
期
間

A試
験
開
腹
ヲ
行
ヒ
タ

Y

モ
ノ
コ
二
ヶ
月
｜
十
ヶ
月
ニ
ジ
d

プ
平
均

四
・
七
ヶ
月
、
胃
腸
吻
合
術
ヲ
行
ヒ
タ

Y

モ
ノ
A

二
・
五
ヶ
月
｜
六
ヶ
月
ニ
シ
ア
、
平
均
四
ヶ
月
、
腫
蕩
ノ
切
除
ヲ
行
ヒ
タ

Y

モ
ノ
A

了
五
ヶ

月
l
一
一
年
九
ヶ
月
（
内
｝
名
A

術
後
一
年
一
ヶ
月
ニ
ジ
ア
現
存
シ
、
再
後
ノ
徴
無
シ
）
－
一
し
て
ア
平
均
一
ヶ
年
齢
ナ

y
o

二
十
、
此
等
ノ
余
ノ
例
ニ
於
ケ

Y
症
候
ト
、
夏
－
一
諸
家
ノ
若
年
者
胃
癌
例
一
一
於
ケ
Y
症
候
ト
ヲ
総
括
シ
ア
、
之
ヲ
一
般
胃
癌
J

ソ
レ
ト
比
較

考
察
ス

Y

ニ
、
若
年
者
胃
癌
－
一
於
テ
特
三
回
向
唱
ス
u
y
e

一
足
Y
何
等
ノ
特
徴
無
キ
ニ
ヵ
、
で
ブ
ズ
、

y
ノ
治
癒
成
績
ノ
事
ガ
ラ
ザ
Y

A
、
臨
床
家

ガ
癌
腫
期
ノ
者
－
一
非
ザ
レ
バ
胃
癌
ナ
ジ
ト
ノ
先
入
主
ニ
挺
A

レ
オ

Y
ガ
潟
－
一
、
早
期
－
一
正
シ
キ
診
断
ヲ
下
ス
コ
ト
ア
得
ズ
、
従
ツ
ア
治
療
（
手

術
）
ノ
時
機
ヲ
失
ス

Y

－一一依
Y

モ
ノ
ナ
Y

ペ
シ
。

早
期
一
一
診
断
ヲ
確
定
ス

Y
二

A

、
高
年
者
λ
診
断
、不
確
貰
ナ

Y
胃
症
－
二
早
期
ノ
試
験
開
腹
ヲ
推
ス
ト
全
ク
同
ジ
意
味
ニ
於
ア
、
若
年
者
－
一

於
－
プ
モ
亦
タ
早
期
－
一
試
験
開
腹
ヲ
行
フ
可
ジ
ト
遁
ぺ

h
p
y
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m∞
ロ
ロ

m－

〉
え
の
「

E
J
C
NE
g
E
2
2
P
Z2
2己
2

ω
E全
F
5
5
2
U
M
司

p
z
oz
〈
O
D
Zr
h。
コ｝
ハど・

N
E
O
B
σ
a
r－－戸川山
内
コ

玄

ω
N
C
』

O
｝乙戸

52・

在
。
－

B
E
g－
m内
門
戸
円
ロ
印
門
広
三
〈

Oロ
冨

ミ

N
HmvNCE印
〉
同
）
円
己
目
。

N
∞
C旬
。
ユ
ミ
門
戸
可C
丘町
HM
印
5
門Y

U
同
舟
円
〈

2
ゲ
出品作
円

NZ
明
。
｝
問
ゆ
ロ
〔
山
内
口
明
円
町
内
ぴ
旦
印
印
ゆ
ロ

円
。
F

－R
コ

m
山内］
hw口
問
円
一ロ2
同
月
寸
凶
門
付
加
冨
m
w
m
m
g
z
m
W
C門
町

〈
O
－
・
島
内
コ
岡
山
。

m－

同「
ぬ
σ
Z
X
2・
Z
E
Z
NZ
 ココ（一代＝・

口
一
。
冨
O
円

E
全

E円

σ
2
2
m
明

w
u
よ
ふ
と
－

2

第
六
巻

F『

臨

虫、...J

盛

二五
九

（
第
或
競

一
二
一
〉



告書 i（~ 【歯低】 色調 ばぷ11 （然誠意書 1111i1 i) 

Magenkrebse, wiihrend sie nach Angabee der Literatur durchschnittlich 3 ,2 % a us mac ht. Es gibt keine えnhaltsqunkte

dafLir, <lass die Zahl der Magenkrcbserkrankungen im jugendlichen Alter jahrlich zunehme. 

Die ji.ingste P礼tientin war r9 Jahrピ， derJ凸nεstピ derbeha1】deltenm込nnli仁hピn Kranken ＇司

Ve r「h~主ltni 与ミ zwi~ヨchに：n Ma加nnernund Frauen w旦r2,2 : r. 

Her℃di t品twar bei I 2 ,5 ~~ nachzuw巴isじn.

Die Zahl des Typus II (nach Smithies). bei elem fri.ihere Magensymptome in der Anamnese gegeben sind, war 

diesじ！bewie diじくJesTypus I, der solche Symi》tomenicht aufo℃ist. Der Verf. nimmt 川， wenigste山 fiir Japan, ddss 

das Ulcuskarzinom im iu汀endlichenAlter nie charakteristisch l止J b 

Die UλLIぞrdes Magじnleidじnsbctrug dじl℃hsclrnittlich2 Jahrc und r Monat , bei Typus I 8 Monate, bei Typus II 

3,5 J乱hrピ， beiletzterem lag der Beginn der malign山enEntartung des Magenlcidens durchschnittlich 5,3 Monate zuri.ick. 

Did clurchメchnittlicheDauer des Magenkrebses bじtrug・ bei bじidcnTypen 5,5 J¥fonate. 

Die initialen S;・mptome w乱renanamncstisch unbestimmt; die Klage iiber ch江rakteristischeTumorbeschwerden war 

etwas weniger h~i. ufig, als sie bei Kranken hoheren Alters zu sein pflegt. Bei ihre1・Anfnョhmein die Klinik klagten 

v1ele Paticnten i.iber ,-¥.bmao-eninσund Tumorbeschwerden. b b 

Appetit war bei 62,5% normal; 25% neigten zur Verstopfung, 21,9% neigten zur Diarrhoe, 6,r% litten abweclト

党 lndunter Diarrhoe uncl Verstopfung. 68,7% waren <i.bgcm乱gert;59.4% waren an礼mischund 40,6% waren kachek-

tisch. 62,5 °：~ klagten i.iber Bauchschmerz巴n,die meist im Epigastrium l okalisie rt~ n ，りlrne <lass eine zeitliche Beziehung 

zur Einnahmc der Mahlzeiten zu erkennen war. Die Zahl der Kranken, die iiber Schmnzen klagten, war bei Typus II 

doppeltメostark wie bei Typus I. 

Bei 3 r ,2 % palpierte der Kranke den Tumor selbst. 2 I ,9予loware n fiir dじnUntじrsuchじ11de11im1沿 lpabel,bei 60,9同

war der Tumor gut bcwcglich. 

Es gab keinen Fall, bei dem die Ki.irpertemperatur stieg. 



Im Magensaft liess sich Salz..;L¥urc bei 35,7~｛，， Milch川 Lil℃ bei42,8列 naclnveisにn. ( lkkultc Blutung w川 bci6SA ~b 
positiv. 

Ascites war bei .::8,I % positiv, und war mei,,t seri:is, hell gelb; nur 3 Falk war・巳11rotlich bis braunlich. 
Der Tumor sitzt besonders am Pylorus und kleinじnKurvatL•r. Bei 20 ~ ；， waren die Metastasen 1】じgativ.
Bei 3 r ,3ヲ｛， wurde der Tumor rese1.iert, bci 28, r折 wurdeGastroenterostomie, bei 34, 1折 Probela1〕arotomicvorgenom-

men und bヒi3, I~｛.， J¥fagenfistel oder Jejunalfistel angじlegt.

Pathologisch histologisch fand man S nul Dri1senzじIIじnkrじbs,3 mal Iベ：olloidkrebsund 1 ma! Adenυkarzinom. 
Prognose : I 5,6~ starbヒnkurz nach Jer Operation. Im Falle der Probelaparotornic i1berlebte Jer Kranke die・ 

Opnation durchschnittlich 4,7 Monλtc, im Fallビ clcrC,tstroentじr山 tomie4 l¥lfonatc und bei re刈 乙1じrtc111Tumor iiber l 

Jahr und 1 l¥Tonat. 

Fa"・"t der Verf. die hier beschricbencn Tatsachen und dぃ， w・川 じri1bcr ahnliche F川lesonst in Jcr Litc1λtur fand, 
zusa m rnし口 und verglピichtdie Erg-c:bni山じ mit dcnen von 1VIよq;enk1守ピbsじrkrankungenim vo1:gじriicktじn4へIter.ちO burn er 
k仁inen untcr！づchic：仁llichen Charaktcr des Mag・cnkλrzinoms im jugcndlichen Alter fesbtellcn. Nu1 山 、 Resultat d:::r 
Operation war vergleichs,,・cist: ungii11!:>tig. ¥VυIiじrdies kommt? 

Der Grund muss clarin g-e討uchtwcrι!en，ιlass Kli11iker sich an des ::;og. "Krじbs;tltcr”klarnmじγ11句バO da同 die
richtig-e Diagnose nicht rechtzeitig-fじ：－；tgcぉtclltllllll diじ（永、lcg-L'llhじitχurUperation ＼℃rp川、twircl. 

Zur Sicherung-rechtzeitiger Di九三no出 cmpfichlt ckr Verf. ch州 nicht um bei Inciividucn von i1bじr40 Jahren sondcrn 
au ch bei j ungen l¥:rsonヒn,deren l¥Iagにnbcsじlt11・crdじnsich bci innじrcrBchλndlung nicht inncrhalb von ) Wocliじ11ckutlich 
bes . ..,ern, chirurg・ische Iミeh辻ndlungin c;estaltιlcr l》robじLtparotom ic vorzu nじhrneniメt.
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